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     答えは裏面へ 
 

社会福祉法人逗子市社会福祉協議会 

さくら貝 
発行:令和 8 年 10 月 1 日 

№2２9 号 

※次号は 12 月 1 日発行 

社協 HP 

はこちら 

➜ 

社協インスタグラムはこちら➜ 

 

FOLLOW US !! 

ユーザーネーム：zushi.shakyo 

社会福祉協議会（略して社協）は、 
社会福祉法に基づき、市民の皆さまの参加と 

協力によって、福祉のまちづくりを進める 
民間の福祉団体です。 ふくしの 

しんぶん 

今年で 80 回目を迎える共同募金運動。 

逗子市内では、逗子市社会福祉協議会内の

神奈川県共同募金会逗子市支会が窓口とな

り、募金を呼びかけます。皆様の温かいご支

援とご協力をよろしくお願いいたします。 

神奈川県共同募金会では毎年野毛山動物園の動物を共同募

金の PR 大使として起用しており、今年度はレッサーパンダの

「イチゴ」が大使となっています。過去に起用された動物は？ 

①インドクジャク ②マヌルネコ ③ミナミコアリクイ 

逗子の福祉を一歩一歩 

「共同募金」

令和８年度共同募金は 
こんな事業に活用されます！ 

（一部紹介） 
 

 

 

 

★災害ボランティアセンターの設置運営訓練 

災害時に支援を必要としている被災者とボランテ

ィアとを結びつける災害ボランティアセンター。逗子

市で大規模災害が起きた際は、 

逗子市社協が中心となり設置 

・運営します。毎年訓練をし、 

必要事項を確認しています。 

 

★お互いさまサポーター活動の推進 

地域で支え合う仕組みとして、逗子市社協に登録

する「お互いさまサポーター」が、地域での見守りや

簡単な生活支援、地域交流の場づくりなどを行って

います。2026 年８月時点で約 

300 名サポーターがおり、「で 

きる人が、できる時に、できる 

ことを」取り組んでいます。 

 

共同募金 PR 大使 
野毛山動物園の 

レッサーパンダ「イチゴ」 

 
●共同募金とは？ 

「共同募金」は、都道府県を単位として行われる、全国的な寄

付金募集で、都道府県ごとの地域福祉の推進を図るため、地域

の福祉活動を行う団体や施設などの活動を資金面で支援するこ

とを目的として実施しています。また、国内大規模災害時の災害

ボランティア活動にも重点的に支援を行っています。 

寄付をしたことを表す印として赤い羽根が使われることがあ

ることから、共同募金の愛称として、「赤い羽根共同募金」と呼ぶ

ことがあります。 

共同募金の一環で、12 月には「年末たすけあい募金」も実施

しています。この募金も地域福祉の推進を目的としており、逗子

市で集まった募金はすべて、逗子市社会福祉協議会を通して逗

子市内の地域福祉活動に活用されています。 

 

●逗子市内でお寄せいただいた募金の使い道について 

 令和 7 年度は逗子市内で 5,140,983 円お寄せいただきま

した。このうち、3,890,000 円が逗子市内の福祉団体・施設等

へ 1,250,983 円が県内他市町村の福祉団体・施設等へ令和８

年度に配分されます。詳しくは、募金募集時 

に配布するチラシ「ずしだより」や、中央共同 

募金会が運営するウェブサイト「はねっと」 

をご覧ください。 

 

●募金の時期について 

 令和８年度は、令和８年 10 月１日から令和９年３月 31 日まで

の６か月間となります。なお、年末たすけあい募金は令和８年

12 月から始まります。ただし、各地域の事情等に応じて、時期に

かかわらず受け付けることもできます。 

 

●募金の方法について 

 主に以下の方法があります。 

①ご家庭で 

地域によっては、民生委員や自治会・町内会の協力を

得て各家庭に募金をお願いする戸別募金があります。 

②街頭で 

令和８年度は、10 月１日から 23 日の間、JR 逗子駅

周辺や京急逗子葉山駅、ヨークフーズ東逗子店前、新宿

会館前、ハイランドボンジュール広場周辺で街頭募金を

実施する予定です。 

③保育園や学校、スーパー、公共施設などで 

期間中、市内約 50 か所に募金箱を設置しています。 

④インターネットで 

中央共同募金会が運営するウェブサイト「はねっと」

からも募金ができます。お支払方法は、クレジットカー

ド、PayPay、コンビニ支払、ペイジー、携帯（キャリア）

決済があります。 

★その他、直接本会で募金を受付するなど、様々な方 

法がありますので、お気軽にお問い合わせください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  イベント・講座・催し 

さくら貝音声版 

二次元コード 

 正解は「③ミナミコアリクイ」
です。令和７年度の大使でした。
令和８年度大使のレッサーパンダ
「イチゴ」は、縄張り意識が強
く、単独行動を好む一方で、周囲
と穏やかに共存する習性があるこ
とから、地域福祉の推進を目的と
する赤い羽根共同募金のテーマ
「つながりをたやさない社会づく
り」の実現に願いを込めて選定さ
れました。 
 
 
 
 
 

福祉会館や市民祭りの社協コー
ナーなどでは、500 円以上の募金
の返礼品で、ご希望の方に大使の
ピンバッジをお渡ししています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回さくら貝（230 号）は令和８年 12 月１日発行です（隔月発行） 
広報誌さくら貝は、「逗子市役所高齢介護課前社協掲示板」「福祉会館」 

その他市内公共施設でも入手できます♪ 

「さくら貝」<音声版>は逗子市社会福祉協議会ホームページにも掲載しています。 

●逗子社協ご寄付の窓口「あゆむ銀行」 
ご寄託誠にありがとうございます 
受領期間 7 月・8 月（敬称略・順不同） 
〇寄託金 18 件 21７,200 円 
㈲森村工業、逗子整形外科、NPO 法
人ﾜｰｶｰｽﾞ･ｺﾚｸﾃｨﾌﾞくるまやさん、(税)
石黒会計事務所、(宗)延命寺、㈲魚佐
次商店、㈲小林石工店、㈲牧田電気、
国際ｿﾛﾌﾟﾁﾐｽﾄ逗子・葉山、㈲M&I ｺｰﾎﾟ
ﾚｰｼｮﾝ、小笠原学園、美容室ﾓｰﾄﾞ･ｶｯﾄ、
仲町橋食堂実行委員会、チームすずら
ん、匿名 4 件 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お 知 ら せ 

●令和８年度逗子市社会福祉協議会 
の会員にご加入いただき、ありがとう 
ございました。団体会員・団体賛助 
会員にご加入いただいた団体等の情報 
は社協 HP に記載しています。 

     問合せ ☎873-8011 
 

認知症カフェ（おれんじカフェずし） 
         ＜申込制☎872-2480＞ 

日時：10 月 16 日(金)・11 月 20 日(金) 
14 時～16 時 

場所：福祉会館 / 100 円 
対象：認知症の人とそのご家族、 

認知症予防に関心のある方 
＊場所を変更する可能性があります。 
 申し込み時にご確認ください。 
＊その他市内で開催している認知症カフェ 

についてはお問合せください。 
         
 
逗子家族会 ＜申込制☎872-2480＞ 
日時：10 月 9 日(金)・11 月 13 日(金) 

14 時～16 時 
場所：福祉会館 / 100 円 
対象：認知症の人を介護している、 

していたご家族 
    
 
弁護士相談 ＜申込制☎871-8458＞ 
日時：10 月 23 日(金)・11 月 27 日(金) 

14 時～16 時 
場所：福祉会館 / 無料 
対象：日常生活に不安を持つ、 

障がいのある方やご高齢の方 
 

成年後見相談＜申込制☎871-8458＞ 
日時：10 月 28 日(水)・11 月 25 日(水) 

14 時～16 時 
場所：福祉会館 / 無料 
対象：成年後見制度について知りたい方 
 

ひとりで悩まず、まずはご相談ください 

生活にお困りの方のための相談窓口があります 

～生きがいと創作の意欲向上を支援～ 
「年輪アート展」  
日程：10 月 15 日(木)～19 日(月) 
場所：市民交流センター展示スペース 
内容：高齢者の作品展示（地域包括支援 

センターが介護予防・社会参加支 
援の一環として実施） 
 

「家族のための介護教室」＜予約制＞ 
介護者のメンタルケア・福祉用具・介助 
・介護食をテーマとした専門職の話と介 
護の悩みを話し合う交流会です。 
日時：10 月 31 日・11 月 14 日、 

11 月 28 日・12 月 12 日 
全て土曜日 10～12 時 

場所：福祉会館 / 無料 
対象：市内で家族を介護している方、 

介護に関心のある方/先着 30 名 
 
 
 

生活や仕事、お金に関する困りごとはありませんか。 
 

相談支援員がお一人おひとりの状況を 

お聞きし、利用できる制度の案内や 

就労支援、家計改善支援など、 

生活の立て直しを一緒に考えます。 
 

どんな支援が受けられるの？ 
① 自立相談支援  どのような支援を受けられるか一緒に考えます。 

② 就労支援     ハローワークと連携し就職活動のお手伝いをします。 

③ 家計改善支援  家計の見直し・支出の整理・債務相談機関のご案内等をします。 

④ 住まいの相談  転居や住居確保給付金等の制度をご案内します。 
 

相談は無料です。秘密は守ります。 
ご本人だけでなく、ご家族や地域の方からのご相談もお受けしています。 

 

【相談窓口】 逗子市社会福祉協議会 地域生活支援係 電話：046-876-6222（直通） 

受付：月～金曜日 8:30～17:00 （祝日・年末年始を除く） 
 

*生活困窮者自立相談支援事業・家計改善支援事業は逗子市からの委託事業です。 

 

 

 

仕事を辞めて

家賃や光熱費の 

支払いが心配 

 

働きたいけれど

仕事が見つから

ない 

将来が不安でど

こに相談したら

よいか 

わからない 

名前は「イチゴ」
ですが、リンゴが
大好物です！ 

●教育支援資金のご案内 
＜問合せ☎876-6222（生活支援係）＞ 

一定の所得以下の世帯に、大学など
への進学や通学に必要な経費の貸付が
あります。ご利用には、一定の貸付要
件がありますのでお問合せください。 


